
禅僧25日間の記録に共感

原爆の火上映の輪

広
島
の
窪
投
重
畳
曹
る
「
廃
線
の
火
」
を
、
世
富
の

葉
零
れ
藁
ニ
ュ
j
書
コ
州
の
殿
善
雷
に
雷
、
噸
周

の
始
ま
り
の
地
で
終
わ
ら
せ
よ
う
と
す
る
日
本
の
誓
拳
つ
映
画
「
G
A

で
里
＝
写
真
。
算
絶
を
願
う
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
が
劫
■
日
、
四
日
市
市

の
著
者
ら
の
手
で
垂
れ
る
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
川
史
）

四
日
市
の
若
者
ら
却
日
に
鑑
貴
会

蕾

世

露

萱

苛

制

作
し
、
日
本
生
ま
れ
で
蓋
で
育

っ
た
米
国
人
マ
ッ
ト
二
丁
イ
ラ
ー
さ
ん

が
監
督
を
し
た
。
旅
は
2
0
0
5
年
、

鉛
年
前
に
初
の
墓
が
あ
っ
た
7
月

通
日
に
始
ま
り
、
缶
日
間
の
行
脚
の

末
、
轟
に
投
下
さ
れ
た
さ
月
9
日
に

綴
実
験
揚
ト
リ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
へ
到

琴
火
蕃
消
し
、
「
生
ま
れ
た
地
に
返

し
て
田
臭
の
鵜
、
負
の
連
鎖
を
閉
じ

る
」
ま
で
を
措
い
た
。
上
映
時
間
1
0

塵
考

震
な
く
、
ほ
と
ん
ど
宮

主
上
映
。
纂
会
に
恵
ま
れ
な
い
の

を
知
っ
た
四
星
間
市
の
飲
食
店
グ
ル
ー

プ
嘉
マ
ネ
ジ
ャ
⊥
菌
豊
喜
ん

（
缶
）
が
「
モ
れ
な
ら
店
で
上
映
し
よ

う
」
と
決
め
た
。
瞥
見
や
ア
ル
バ
イ
ト

店
点
ら
着
い
ス
タ
ッ
フ
が
手
伝
い
、
語

を
聞
い
た
窄
も
P
R
に
歩
い
て
い
る
。

上
映
重
富
ダ
ー
ツ
パ
ー
「
U
E
ふ

ぃ
E
ん
」
高
市
蜜
崇
町
7
）
。
牛

管
警
墨
ち
上
映
し
、
廣
の

問
題
を
考
え
て
も
ら
う
。
1
回
の
露

は
最
大
相
人
。
薫
冨
飲
み
助
付
き

で
1
人
1
2
皇
じ
円
、
中
高
生
毎
0
0

円
。
問
い
合
わ
せ
妊
同
店
へ
電
宙
（
0

5
9
・
3
5
¢
・
5
4
4
且
か
、
メ

ー
ル
（
訂
巴
和
田
㊥
す
口
説
1
C
r
鍔
t
鵡
．
C

コ
ご
一
り
で
い

塞
の
2
1
日
、
宴
熟
を
消
す
全
国
イ

ベ
ン
ト
「
1
¢
○
万
人
の
キ
ャ
ン
ド
ル

ナ
イ
ト
」
に
合
わ
せ
、
上
映
貴
所
で
帯

同
県
董
で
賢
哲
て
い
る
「
原

爆
の
火
」
を
ろ
う
モ
く
に
と
も
し
、
平

和
に
つ
い
て
考
え
る
。


